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本校前の用水路

1 主題設定の理由

絶滅危惧種

カゼトゲタナゴ



どうしてこんなところに絶滅
危惧種が生息できるんで
すか？

絶滅危惧種が生息できる理
由を調べてみたいです！

カゼトゲタナゴが絶滅しない
ように手助けしたいです！



学習指導要領解説 理科編 P109

生物と環境

身近な自然環境について調べ、様々な要因が自然
界のつり合いに影響していることを理解しているとともに、
自然環境を保全することの重要性を認識すること。

1 主題設定の理由

地域環境を生かした探究的な学習

㋑自然環境の調査と環境保全



① 絶滅危惧種「カゼトゲタナゴ」が本校前の用水路に生息す
る理由を自然界のつり合いをもとに明らかにしていくこと。

② 自然環境の保全に対する意識を高めること。

2 研究の目的

カゼトゲタナゴ



食物連鎖の観点からどんな
生物が生息しているのか調べ
る必要があるのでは？

自分たちだけで生物採取した
あとの分類までできるかな…

でもどうやって流速や水質を
調べたらよいの？

流速や水質など、生息環境
を調べる必要があるのでは？

3 研究の内容



③ 生息する生物の種類

② 用水路の水の水質

○カゼトゲタナゴの生息理由を明らかにするための調査

① 用水路の水の流速

3 研究の内容



ペットボトル流速実験
3 研究の内容

平均約1.2m/s



水質調査用パックテスト
3 研究の内容



タモ網

生物採集

3 研究の内容

サデ網 観察用ミルソー



〇 専門家の招聘

広島県環境保健協会 中西さん、笹田さん、斎藤さん

農林水産省 九州農政局 松尾さん、三田さん

岐阜大学 応用生物科学部 伊藤教授

福岡県京築教育事務所 指導主事 山田 真太郎先生

3 研究の内容



3 研究の内容



3 研究の内容



③ カゼトゲタナゴ以外にも多くの生物が生息すること。

④ 二枚貝が川底に多く生息すること。

② 水質はかなり良好であること。

用水路調査からわかったこと

① 流速はかなり穏やかであること。

3 研究の内容



3 研究の内容

③カゼトゲタナゴは二枚
貝に産卵する。

①二枚貝はヨシノボリに
寄生する。

②ヨシノボリは二枚貝の
卵を安全な場所に運ぶ。

二枚貝

ヨシノボリ

カゼトゲタナゴ

①生態 ②産卵場所

①生態 ②産卵場所



生徒の考察3 研究の内容



生徒の考察3 研究の内容

①カゼトゲタナゴは二枚貝に産卵する。

②二枚貝はヨシノボリに寄生する。

③ヨシノボリは二枚貝の卵を運ぶ。

④カゼトゲタナゴ、二枚貝、ヨシノボリ
は良質な水質と穏やかな流れを好む

⑤食物連鎖の頂点であるナマズの生
息数が少ないこと。

⑥本校前の用水路は、無農薬農業
や、生活排水の節水など良質な水
は、地域の方々の努力あってのこと。



生徒の感想

3 研究の内容

Q：地域の自然環境を守っていきたい気持ちが高まりましたか？

はい いいえ98% 2%



①「カゼトゲタナゴ」が本校前の用水路に生息できる理
由を明らかにすることができた。

②地域教材を生かした理科授業を創造し、探究活動
を仕組むことができた。

4 研究の成果

③自然環境の保全に対する意識を高めることができた。



学習指導案の作成

準備物

展開案



単元マップの作成

用水路調査



①「カゼトゲタナゴ」が本校前の用水路に生息できる理
由を明らかにすることができた。

②地域教材を生かした理科授業を創造し、探究活動
を仕組むことができた。

4 研究の成果

③自然環境の保全に対する意識を高めることができた。

④地域教材を生かした理科授業を持続可能なものに
していくことができた。



5 今後の課題

② 絶滅危惧種「カゼトゲタナゴ」が生息できる環境を
維持していく。

③ カゼトゲタナゴの産卵を助ける活動を実施していく。

① 絶滅危惧種「カゼトゲタナゴ」が生息していることを
地域の方々に知ってもらい、広めていくこと。



〇地域に広めていく活動



福岡県行橋市立今川小学校

〇地域に広めていく活動



カゼトゲタナゴ専用水槽

二枚貝のエサ

水温調節ヒーター
水中カメラ

二枚貝

水温計

〇産卵を助ける活動



カゼトゲタナゴの産卵に成功



ご清聴ありがとうございました。


